
財務諸表に対する注記

公益社団法人 大阪交響楽団

１．重要な会計方針

(1)  「公益法人会計基準」（平成20年4月11日 令和2年5月15日改正 内閣府公益認定等委員会）を採用している。

(2)  固定資産の減価償却の方法

有形固定資産 …… 定率法

無形固定資産 …… 定額法

(3)  引当金の計上基準

退職給付引当金 …… 期末自己都合要支給額

職員の退職金規程を整備したことに伴い発生した過去勤務費用18,474,000円については、12年にわたり定額で費用処理しており、

当年度の未認識過去勤務費用は、9,237,000円である。

楽団員の退職金規程を整備したことに伴い発生した過去勤務費用65,151,100円については、12年にわたり定額で費用処理しており、

当年度の未認識過去勤務費用は、43,434,068円である。

(4) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)  

科 目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

工具器具備品 8,559,263 3,879,252 4,680,011

ソフトウェア 434,500 347,600 86,900

合 計 8,993,763 4,226,852 4,766,911

３．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

(単位：円)  

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上

の記載区分

文化芸術振興費補助金 文化庁 0 7,199,000 7,199,000 0

音楽活動への助成 ﾛｰﾑﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ 0 2,500,000 2,500,000 0

大阪市芸術活動振興事業助成金 大阪市 0 4,000,000 4,000,000 0

中小企業退職金共済制度に係る掛金助成額 勤労者退職金共済機構 0 3,300 3,300 0

合 計 0 13,702,300 13,702,300 0


